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田中浪。彼の表現と姿。その生き方すべてがアートなのだ
映画『たそがれ清兵衛』での出会いの時から、ぼくはそう思っている。

山田洋次（映画監督）

田中浪さんの圧倒的な存在感の秘密が、この映画を観て少しだけ見えたような気がする。
一瞬もHが離壮ない踊り、

彼の中で何が起こり、何が見えているのか？
役所広司（俳優）

薄暗い光の中、なんの音もなく、
酷くゆっくりと、たまに激しく踊る浪さんを見て、
何故か目が冴え、頭がすっきりする感覚になるのは、

それが人間の本質を
見芯ているからなのかなと思うのです。

大泉洋（俳優）

浪さんのHの前で、踊ることになった。
心の色んなものが剥き取られて、繕うものを失って
怖くなった私は、わんわん泣いてしまった。
その時、「さぁ、ここからだ」と
浪さんが婿しそうな顔をした気がして、

自分の中に、本当の気という
マグマが湧いてくるのを感じた。

宮沢りえ（女優）

浪さんに会うたびに勝手に喝を入れてもらっている。
『ぼんやり生きてないか？』
『自分の身体や感覚を甘やかしていないか？』
心の中で勝手に怒られている。
いや、怒られるだけじゃない。

人間は生きるだけで芸術なんだと思わ吐てくれる。
オダギリジョー（俳優）

その踊りは、どうしようもない焦りであり、やり場のない怒りであり、
途方もない梧りであり、とめどない祈りであり、

そして、結局、名付けようのない踊りである。
原田マIヽ（作家）

「生きる事はまだまだ面日くなる」と、
浪さんに教えてもらった気がします。

岡山天音俳優）
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ダンス X アニメーションが生む至福のグルーヴ

五感を研ぎ澄ます 120 分の
1978年にパリデピューを果たし、世界中のアーティストと数々のコラボvーションを実現させ、そのダンス歴は現在までに3000
回を超える田中浪。映画『たそがれ清兵衛』 (02) から始まった映像作品への出演も、ハリウッドからアジアまで広がっている。 40歳

の時、田中浪は‘‘畑仕事によって自らの身体を作り、その身体で踊る”と決めた。そして 74歳、ポルトガルはサンタクルスの街角で

踊り、 「幸せだ」と語る姿は、とんな時代にあっても好きな事を極め、心のままに生きる素晴らしさを気付かせてくれる。そんな独自の

存在であり続ける田中浪のダンスを、『メゾン・ド・ヒミコ」 (05) への出演をきっかけに親交を重ねてきた犬童一心監督が、ポルト

ガル、パリ、山梨、東京、福島、広島、愛媛なとを巡りながら撮影。また、「頭山』でアカデミー賞短編アニメーション部門に

H本人で初めてノミネートされた山村浩二によるアニメーションによって田中浪のことも時代が情感豊かに点描され、 _ 

ふれない生き方が紐解かれてゆく 。とのジャンルにも属さない田中浪の〈場踊り〉を、息がかかるほと間近に 益

感じながら、次第に多幸感に包まれる一一そんな一本の稀有な映画を、ぜひスクリーンで体験して欲しい。 目
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±に帰る必要がある現代、

人間が真に必要としている存在が映し
美波（女優）

※順不同、敬称略
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